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市
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健
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い
の
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を
守
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す
〜

だ
よ
り

立
病
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市 〜
市
民
の
健
康
と
い
の
ち
を
守
り
ま
す
〜

だ
よ
り

立
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市

Q.1	�

人
工
関
節
置
換
術
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　
加
齢
で
股こ

か
ん
せ
つ

関
節
や
膝ひ

ざ
か
ん
せ
つ

関
節
の
軟
骨
が
す
り

減
り
、
骨
同
士
が
直
接
こ
す
れ
る
こ
と
で
痛

み
や
炎
症
が
生
じ
る
病
気
を
変
形
性
関
節
症
と
言

い
ま
す
。日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
場
合
に
は
、

関
節
の
表
面
を
取
り
除
い
て
、
人
工
関
節
に
置
き

換
え
る
人
工
関
節
置
換
術
を
行
い
ま
す
。
関
節
リ

ウ
マ
チ
や
大だ

い

腿た
い

骨こ
っ

頭と
う

壊え

死し

症し
ょ
う

な
ど
の
病
気
に
も
、

こ
の
手
術
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Q.2	 �
人
工
物
を
体
内
に
入
れ
て
も

大
丈
夫
で
す
か
？

　
人
工
関
節
手
術
で
体
内
に
入
れ
る
も
の
を
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
と
呼
び
ま
す
。
素
材
は
主
に
金
属
と
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
で
、
体
内
に
入
れ
て

も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
M
R
I
の
撮
影
も
可
能
で

す
。

　
ま
た
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
入
れ
て
か
ら
10
年
経

過
し
た
人
の
95
%
、
20
年
経
過
し
た
人
の
90
％
以

上
が
引
き
続
き
使
用
し
て
お
り
、
耐
久
性
に
も
非

常
に
優
れ
て
い
ま
す
。

Q.3	 �

人
工
関
節
を
入
れ
る
た
め
に
ど
ん
な

手
術
の
方
法
が
あ
り
ま
す
か
？

　
最
近
の
主
流
は
、
で
き
る
限
り
筋
肉
を
切
ら
ず

に
人
工
関
節
を
入
れ
る
低て

い

侵し
ん

襲し
ゅ
う

手
術
や
、
術
前
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
通
り
に
手
術
が
行
え
る
よ
う

に
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
手
術
、

そ
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
で
す
。
当
院
は
、
低
侵
襲

手
術
と
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
手

術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
低
侵
襲
手
術
は
術
後
の
筋
力
回
復
が
早
く
、
リ

ハ
ビ
リ
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
で
、
従
来
の
筋
肉
を
一
部
切
っ
て
行
う
手
術

に
比
べ
て
、
手
術
中
の
視
野
が
狭
く
な
る
た
め
技

術
を
要
し
ま
す
。

　
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

の
設
置
角
度
を
ミ
リ
単
位
で
正
確
に
見
極
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
人
工
関
節
は
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

を
正
し
い
位
置
、
正
し
い
向
き
に
挿
入
す
る
こ
と

が
長
持
ち
に
繋
が
り
ま
す
。

Q.4	

最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す

　

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
高
価
な
た
め
、

ま
だ
あ
ま
り
普
及
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
院
で
は

シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
手
術
の
症
例
を
積
み
重
ね
て

お
り
、
人
工
関
節
手
術
を
よ
り
正
確
か
つ
安
全
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医

に
ご
相
談
の
上
、
紹
介
状
を
持
っ
て
当
院
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
※
。

安全で正確な人工関節置換術を行っています
整形外科主任医長　藤原 勇輝

兵庫医科大学卒業後、明和病院
での臨床研修を経て兵庫医科大
学病院整形外科に入局。医局関
連施設で人工関節技術を研さん
した後、兵庫医科大学で人工股
関節置換術のインプラント設置
研究で学位取得。今年から現職
で専門は人工関節。医学博士、
日本整形外科学会専門医、日本
股関節学会評議委員。

人工関節に置き換えた股関節の
レントゲン写真

※紹介状がなくても当院を受診できますが、初診時選定療養費がかかる場合があります。
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